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川中子弘（著）「プルースト的エクリチュールj（早稲田大学出版部，2003年） 131   
えば，地下に眠る女性のイメージ，エロティックな食べもの，内在化されたキリスト教  
図像学など）を把撞して，小説の行間の闇のかなたにひろがる心的あるいは身体的な空  








ン・マルコ聖堂）は「消え去ったアルベルチーヌ」のもっとも重要な磁場を形成してい   


















333   




























れなくもない。   
とはいえ，これは川中子氏が熟慮の上で選択した方法であって，実証的批評の立場か  
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